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令和７年第１回遠別町議会（定例会） 会議録 

招 集 年 月 日 令和７年３月１０日 

招 集 場 所  遠別町議会議場 

開 、 閉 会 日 時 

及 び 宣 告  
開  会 令和７年３月１０日 午前１０：００ 

議  長 小 森 嘉 孝 

閉  会 令和７年３月１０日 午後 ３：４２ 

議  長 小 森 嘉 孝 

応(不応)招議員  

及 び 出 席 議 員 

並びに欠席議員  

 

 

 

出席    ７名 

欠席    ０名 

（凡例） 

○出席を示す 

△欠席を示す 

×不応招を示す 

△公 公務欠席 

   を示す 

議席番号 氏       名 出欠の別 

１ 小 森 嘉 孝 ○ 

２ 橋 本 初 昭 ○ 

３ 大 石 幸 夫 ○ 

４ 白 井 金 治 ○ 

５ 山 本 仁 美 ○ 

６   

７ 山 下   悟 ○ 

８ 白 幡 広 喜 ○ 
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会議録署名議員 ４ 番 白 井 金 治 ５ 番 山 本 仁 美 

職務のため出席した者の職氏名 事務局長 柳 井 宏 紀 係 長 守 屋 佳 貴 

地方自治法第１２１条の規定 

により出席を求めた者の職氏名 

町 長 國 部 雅 人 代表監査委員 田 中 雄 志 

教育長職務代理者 小田中 紀 仁 農業委員会会長 妻 沼   浩 

地方自治法第 121

条の規定により町

長等の委任により

出席した者の職氏

名 

副町長 富士原 栄 治 診療所事務長 齊 藤 晶 夫 

総務課長 坂 川 敏 文 教育次長 緒 方   章 

住民課長 西 尾 英 樹 農業委員会事務局長 小 森 正 広 

福祉課長 小 林 大 輔   

経済課長 小 森 正 広   

建設課長 髙 田 博 之   

出納室長 佐 藤 克 久   

議 事 日 程 議長は、本日の日程を別紙のとおり報告した。 

町長提出議案の題目 別紙のとおり 

議員提出議案の題目 別紙のとおり 

会 議 の 経 過  別紙のとおり 
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第１回遠別町議会（定例会）議事日程 

 

令和７年３月１０日 

                         午前１０時００分 開議 

第１号 

日程 

番号 
議 件 番 号  議 件 名 提案者 

  開会開議宣言 議 長 

１  会議録署名議員指名の件 〃 

２  会期決定の件 〃 

３  諸般の報告 〃 

４  行政報告 町 長 

５ 報告第 １号 令和６年度定期監査結果報告 議 長 

６ 報告第 ２号 専決処分の報告について（工事請負契約の変更につい

て） 

町 長 

７ 同意第 １号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 〃 

８ 同意第 ２号 教育委員会委員の任命について 〃 

９ 議案第 １号 工事請負契約の変更について（遠別中学校建設工事（建

築主体工事）） 

〃 

１０ 議案第 ２号 遠別町職員の給与に関する条例の一部改正について 〃 

１１ 議案第 ３号 令和６年度遠別町一般会計補正予算（第１０号） 〃 

１２ 議案第 ４号 令和６年度遠別町国民健康保険特別会計補正予算（第

４号） 

〃 

１３ 議案第 ５号 令和６年度遠別町国民健康保険診療所特別会計補正予

算（第５号） 

〃 

１４ 議案第 ６号 令和６年度遠別町介護保険特別会計補正予算（第４号） 〃 

１５ 議案第 ７号 令和６年度遠別町簡易水道事業会計補正予算（第３号） 〃 

１６ 議案第 ８号 令和６年度遠別町下水道事業会計補正予算（第３号） 〃 

１７  令和７年度町政執行方針 〃 

１８  令和７年度教育行政執行方針 〃 

１９  令和７年度遠別町各会計予算案の概要について 〃 
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第１回遠別町議会（定例会）諸般の報告 

 

１ 町長から送付を受けた議案は、次のとおりである。   

  報告第２号 専決処分の報告について（工事請負契約の変更について） 

同意第１号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 外１件 

議案第１号 工事請負契約の変更について（遠別中学校建設工事（建築主体工事）） 

 外２２件 

 

２ 議長から提出する議案は、次のとおりである。 

発議第２号 議員派遣について 

 

３ 議員から提出された意見書案は、次のとおりである。 

  意見案第１号 えん罪被害者を速やかに救済するために再審法改正を求める意 

見書 外１件 

 

４ 議員から提出された議案は、次のとおりである。 

  発議第１号 遠別町議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正について 

 

５ 監査委員から送付を受けた報告は、次のとおりである。 

（１）報告第１号 令和６年度定期監査結果報告 

（２）令和６年度１１月分、１２月分、１月分の例月現金出納検査結果については、別

紙１、別紙２、別紙３のとおりである。 

 

６ 本会議に説明のため、地方自治法第１２１条の規定により出席する者は、別紙４の

とおりである。    

 

７ 本会議に職務のため出席する事務局職員は、次のとおりである。 

   事務局長  柳 井 宏 紀 

  係  長  守 屋 佳 貴 

 

８ そ の 他 

１月 ６日 令和７年遠別町新年交礼会に議長外議員多数出席 

１月 ７日 令和７年遠別町消防団出初式に議長外議員全員出席 

１月１２日 令和７年遠別町２０歳を祝う会に議長外議員全員出席 

１月１７日 令和７年遠別商工会新年宴会に議長出席 

２月 ４日 市町村長と市町村議会議長との意見交換会に出席のため議長初山別

村に出張 

２月１７日 留萌管内町村議長会臨時総会に出席のため議長羽幌町に出張 

３月 １日 北海道遠別農業高等学校卒業証書授与式に議長出席 
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会議の経過 

令和７年３月１０日 

開会・開議 議長 小森嘉孝君 

おはようございます。令和７年第１回遠別町議会定例会の開会

に当たり、一言御挨拶を申し上げます。議員各位には公私極めて

御多忙のところ出席を賜り、厚くお礼申し上げます。本定例会は、

新年度の執行方針並びに予算を審議する重要な議会であります。

町政の運営方針につきましては、後ほど町長から説明があります

が、議会といたしましては、全町民の見地から十分に審議を尽く

し、町民の要望を町の諸施策に反映すべく努力する所存でござい

ます。本日からの本定例会につきましては、議員各位におかれま

しては、議会運営に特段の御協力を賜りますようお願い申し上げ

まして、開会の御挨拶といたします。なお、発言の際にはマスク

を外して発言をお願いいたします。また、議場内が暑く感じられ

る方は、上着を脱いでいただいても結構でございます。ただいま

から、令和７年第１回遠別町議会定例会を開会します。本日の出

席議員は７名全員であります。定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

日程第１ 議長 小森嘉孝君 

日程第１会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は

会議規則第１１９条の規定により、議長において４番白井金治

君、５番山本仁美君を指名します。 

日程第２ 議長 小森嘉孝君 

 日程第２、会期決定の件を議題とします。暫時休憩します。 

  休憩（１０：０２） 

再開（１０：０５） 

 議長 小森嘉孝君 

 休憩を解き本会議を再開します。お諮りいたします。本定例会の会

期は、本日から３月１７日までの８日間としたいと思いますが、これ

にご異議ありませんか。 

  （「異議なし」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

異議なしと認めます。したがって会期は本日から３月１７日までの

８日間と決しました。 

日程第３ 議長 

 

小森嘉孝君 

 日程第３、諸般の報告を行います。議長としての報告は、印刷

し、配付しているとおりであります。以上で諸般の報告を終わり

ます。 
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日程第４ 議長 小森嘉孝君 

 日程第４、行政報告を行います。町長より発言を求められてお

りますので、これを許します。町長國部雅人君。 

 町長 國部雅人君 

皆さんおはようございます。第１回遠別町議会定例会を招集し

ましたところ、議員の皆様には事節柄何かと御多忙の中、御参集

賜り厚くお礼申し上げます。それでは、行政報告をさせていただ

きます。１点目は、遠別町国民健康保険診療所常勤医師の採用に

ついて申し上げます。令和７年４月１日付で診療所所長として、

一井雄二医師を採用させていただきます。一井医師は、兵庫県出

身の６６歳で、平成２３年に北海道大学医学部を卒業、兵庫県明

石回生病院、佐呂間町立クリニックさろま院長などを歴任され、

現在は新得町の社会医療法人北斗新得クリニックの院長として

勤務されております。４月からの診療体制につきましては、一井

医師が所長、江橋医師が副所長として、医師２名体制により、主

に内科などの診療業務を行う予定となっております。今後につき

ましても、町民の皆様への安定した診療提供ができるよう尽力し

てまいりますので、御協力のほどよろしくお願いいたします。 

２点目は、北吹雪の製造終了について申し上げます。遠別町の特

産品である北吹雪については、平成７年から旭川市の髙砂酒造株

式会社により製造され、北限のもち米を使用した純米酒として長

きにわたり町内外問わず愛されてきました。髙砂酒造より、「こ

れまで、ふるさと納税の返礼品や記念酒の取組み、販売促進対策

やＰＲなどを通じ、町の協力をいただきながら生産してきました

が、全般的に見ても日本酒離れが進み、販売状況は非常に厳しく、

経営上、終買に向けて進めていかなければならない」との報告を

受けておりました。先月、髙砂酒造に出向き、継続の可能性を含

め近況を伺ってまいりましたが、過去にも、名寄市と黒松内町も

同様にもち米純米酒の生産を終えており、状況は非常に厳しく、

会社としても取捨選択しなければならず、苦渋の決断であると伺

いました。当初より契約等についても交わしていないこともあ

り、非常に残念ではありますが、会社の意向については、過去の

経緯も含め尊重しなければならないところであります。現在の予

定としては、令和７年度は節目の３０周年に当たるため、記念酒

の販売を計画しており、醸造済みの製品は約１年での完売を見込

んでおります。髙砂酒造からは、地元産の原料を用いた新たな商

品開発についての取組の提案をいただいており、今後の対応につ

いて協議してまいりました。今後は、内部でも検討し、町民の皆

様、議員各位の知恵をいただきながら進めてまいりたいと考えて
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おりますので、御理解のほどよろしくお願いいたします。３点目

は、有限会社遠別町酪農振興公社の解散について申し上げます。 

遠別町酪農振興公社は、平成１５年２月に設立され、今年度まで

預託事業を主として運営をしておりましたが、酪農業は依然とし

て厳しい状況が続き、酪農家の減少に伴う預託頭数の減少、施設

の老朽化に伴う設備投資と費用対効果、また、ヒグマの出没によ

る作業員のけがにより、牧場経営が困難な状況でありました。 

去る１月２８日に臨時総会が開催され、先の理由により解散に係

る議案が決議されました。精算に係る資産については、牧場とし

て売却を進めているところであり、精算金の処理に伴う解散時期

は現在のところ確定しておりませんが、町の出資金については２

７口、１３５万円は全額返還されます。また、預託していた酪農

家については、公社において既に取りまとめを終えており、天塩

町へ預託すると報告を受けております。４点目は、令和７年度北

海道遠別農業高等学校入学者の出願状況について申し上げます。 

令和７年度北海道公立高等学校の最終出願状況が、２月２８日に

北海道教育委員会から発表され、遠別農業高等学校への推薦及び

一般入試の出願者数は宮崎県、愛知県を含めた道内外各地域から

１７名の出願があったと報告がありました。全国的な少子化によ

り、中学校卒業生が減少する中、昨年と比較すると４名多い結果

となっており、遠別農業高等学校、遠別農業高等学校教育振興会、

教育委員会が一体となった生徒募集活動を早い段階から進めて

いたことが要因であると聞いております。遠別農業高等学校の生

徒募集活動として、留萌管内や宗谷管内はもとより、道内外へポ

スターやパンフレットの配布をしていることで、全国から生徒が

集まっていることから、今後も遠別農業高等学校、遠別農業高等

学校教育振興会と教育委員会が連携し、地域の特色を生かしたＰ

Ｒに努め、地域社会と連携した高校教育推進に向け、遠別町とし

て支援してまいります。私からの行政報告は、以上で終わります。 

本定例会の提出案件は、報告２件、同意２件、議案２３件であり

ます。御審議の上、原案のとおり議決賜りますようよろしくお願

いします。 

 議長 小森嘉孝君 

以上で行政報告を終わります。 

日程第５ 議長 小森嘉孝君 

日程第５、報告第１号、令和６年度定期監査結果報告を議題とし

ます。本報告は監査委員から提出されております印刷配布のとおり

でありますので、特に質疑がなければ報告済みとしてよろしいです

か。 
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  （「異議なし」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

それでは、報告第１号は報告済といたします。 

日程第６ 議長 小森嘉孝君 

日程第６、報告第２号、専決処分の報告について（工事請負契約

の変更について）を議題とします。提案理由及び内容の説明を求

めます。建設課長髙田博之君。 

 建設課長 髙田博之君 

 ただいま上程されました報告第２号、専決処分の報告につい

て、内容の説明をいたします。 

説明（記載省略） 

 議長 小森嘉孝君 

 これより本案に対する質疑を行います。 

   （「なし」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 以上で、本案に対する質疑は終わります。お諮りいたします。

報告第２号、討論省略、採決してよろしいですか。 

   （「異議なし」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 異議なしと認めます。報告第２号について、承認することに賛

成の諸君の起立を求めます。 

   （全員起立） 

 議長 小森嘉孝君 

 起立全員であります。よって、報告第２号は承認することに決

定しました。暫時休憩します。 

  休憩（１０：１７） 

再開（１０：１８） 

日程第７ 議長 小森嘉孝君 

休憩を解き、本会議を再開します。日程第７、同意第１号、固

定資産評価審査委員会委員の選任についてを議題とします。提案

理由及び内容の説明を求めます。総務課長坂川敏文君。 

 総務課長 坂川敏文君 

 ただいま上程されました同意第１号、固定資産評価審査委員会

委員の選任について、提案理由及び内容の御説明をいたします。 

説明（記載省略） 

 議長 小森嘉孝君 

 これより本案に対する質疑を行います。 

   （「なし」との声あり） 
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 議長 小森嘉孝君 

 以上で、本案に対する質疑は終わります。お諮りいたします。同意

第１号、討論省略、採決してよろしいですか。 

   （「異議なし」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 異議なしと認めます。同意第１号について、原案に賛成の諸君の起

立を求めます。 

   （全員起立） 

 議長 小森嘉孝君 

 起立全員であります。したがって、同意第１号は原案のとおり可決

されました。暫時休憩します。 

  休憩（１０：２０） 

再開（１０：２１） 

日程第８ 議長 小森嘉孝君 

休憩を解き、本会議を再開します。日程第８、同意第２号、教育委

員会委員の任命についてを議題とします。提案理由及び内容の説明を

求めます。総務課長坂川敏文君。 

 総務課長 坂川敏文君 

 ただいま上程されました同意第２号、教育委員会委員の任命につい

て、提案理由及び内容の御説明をいたします。 

説明（記載省略） 

 議長 小森嘉孝君 

 これより質疑に入るわけですが、人事案件であり、先例に習い討論

を省略し、直ちに採決に入りたいと思います。これに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 異議なしと認めます。これより、同意第２号について採決を行いま

すが、その方法は無記名投票をもって行いますので宣告いたします。

これより無記名投票を行います。議場の出入口を閉めます。 

   （議場閉鎖） 

 議長 小森嘉孝君 

 ただいまの出席議員は６名です。次に立会人を指名します。会議規

則第３１条第２項の規定により、立会人に４番白井金治君、５番山本

仁美君を指名します。投票用紙を配ります。投票用紙の記入は〇×方

式で行います。本案に賛成の方は〇、反対の方は×と投票用紙に記入

願います。また、白票は会議規則第８０条の規定により、否とみなし

ます。 
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  （投票用紙配付） 

 議長 小森嘉孝君 

 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

  （「なし」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

配付漏れなしと認めます。投票箱を点検します。 

  （投票箱の点検） 

 議長 小森嘉孝君 

 異状なしと認めます。投票は単記無記名です。投票に当たっては、

事務局長に点呼させますので、呼ばれた議員は順次、投票用紙に○×

を記入の上、投票してください。 

 事務局長 柳井宏紀君 

 橋本初昭議員。 

   （投票） 

 事務局長 柳井宏紀君 

 大石幸夫議員。 

   （投票） 

 事務局長 柳井宏紀君 

 白井金治議員。 

  （投票） 

 事務局長 柳井宏紀君 

 山本仁美議員。 

   （投票） 

 事務局長 柳井宏紀君 

 山下悟議員。 

   （投票） 

 事務局長 柳井宏紀君 

 白幡広喜議員。 

   （投票） 

 議長 小森嘉孝君 

 投票漏れはありませんか。 

  （「なし」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

投票漏れなしと認めます。投票を終わります。開票を行います。立

会人の立ち会いを願います。 

   （開票） 

 議長 小森嘉孝君 

 開票の結果を報告します。投票総数６票。投票総数の内、有効投票
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６票、有効投票の内、賛成６票です。以上のとおり、賛成が全員であ

ります。したがって、同意第２号は、原案のとおり同意することに決

しました。議場の出入口を開きます。 

   （議場開放） 

日程第９ 議長 小森嘉孝君 

 日程第９、議案第１号、工事請負契約の変更について（遠別中学校

建設工事（建築主体工事））を議題とします。提案理由及び内容の説

明を求めます。建設課長髙田博之君。 

 建設課長 髙田博之君 

だいま上程されました、議案第１号、工事請負契約の変更について、

提案理由及び内容の説明をいたします。 

説明（記載省略） 

 議長 小森嘉孝君 

 これより本案に対する質疑を行います。 

   （「なし」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 以上で、本案に対する質疑は終わります。お諮りいたします。議案

第１号、討論省略、採決してよろしいですか。 

   （「異議なし」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 異議なしと認めます。議案第１号について、原案に賛成の諸君の起

立を求めます。 

   （全員起立） 

 議長 小森嘉孝君 

 起立全員であります。したがって、議案第１号は原案のとおり可決

されました。 

日程第１０ 議長 小森嘉孝君 

 日程第１０、議案第２号、遠別町職員の給与に関する条例の一部改

正についてを議題とします。提案理由及び内容の説明を求めます。総

務課長坂川敏文君。 

 総務課長 坂川敏文君 

ただいま上程されました、議案第２号、遠別町職員の給与に関する

条例の一部改正について、提案理由及び内容の御説明をいたします。 

説明（記載省略） 

 議長 小森嘉孝君 

 これより本案に対する質疑を行います。２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 それでは、１点だけ。管理職特別勤務手当、１７条の２の第２項で、
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改正前が午前０時から午前５時までが、午後１０時から翌日の午前５

時までと、この２時間の変更の意図は何でしょうか。 

 議長 小森嘉孝君 

 坂川総務課長。 

 総務課長 坂川敏文君 

 今回の改正につきましては、国の人事院勧告に伴い準拠した改正で

ありますが、今回、時間が延長されたということに関しましては、国

のほうでも緊急対応等の勤務実態に応じた適切な処遇を確保すると

いうことでの改正というふうな内容となっております。 

 議長 小森嘉孝君 

 よろしいですか。 

   （「はい」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 ほかに質疑ございませんか。以上で、本案に対する質疑は終わりま

す。お諮りいたします。議案第２号、討論省略、採決してよろしいで

すか。 

   （「異議なし」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 異議なしと認めます。議案第１号について、原案に賛成の諸君の起

立を求めます。 

   （全員起立） 

 議長 小森嘉孝君 

 起立全員であります。したがって、議案第１号は原案のとおり可決

されました。暫時休憩いたします。 

  休憩（１０：４０） 

再開（１０：５５） 

日程第１１ 議長 小森嘉孝君 

休憩を解き、本会議を再開します。日程第１１、議案第３号、令和

６年度遠別町一般会計補正予算（第１０号）を議題とします。提案理

由及び内容の説明を求めます。総務課長坂川敏文君。 

 総務課長 坂川敏文君 

ただいま上程されました、議案第３号、令和６年度遠別町一般会計

補正予算（第１０号）について、提案理由及び内容の御説明をいたし

ます。 

説明（記載省略） 

 議長 小森嘉孝君 

 これより本案に対する質疑を行います。歳出から行います。１款議

会費から２款総務費まで、１９頁から２４頁までの６頁です。８番白
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幡広喜君。 

 ８番 白幡広喜君 

 ちょっと確認したいんですが、３款３目、出産子育て応援給付金。

母子手帳交付した妊婦につき５万円を給付するということですが、例

えば、母子手帳をもらって、転勤やその他で町を離れてしまう場合も、

交付すれば５万円は給付していただけるという解釈でよろしいです

か。 

 議長 小森嘉孝君 

 小林福祉課長。 

 福祉課長 小林大輔君 

 母子手帳交付に伴いまして、面談を行いまして、その時点で給付の

対象というふうになります。その後、転出されていても返還等はござ

いません。以上です。 

 議長 小森嘉孝君 

 よろしいですか。 

   （「分かりました」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 ほかに質疑ございませんか。２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 ２６頁、予防費、委託で７６７万６,０００円。減額になっていま

すけども、具体的に減額した項目、予算額、人員をお知らせください。 

 議長 小森嘉孝君 

 小林福祉課長。 

 福祉課長 小林大輔君 

 お答えします。まず、１２節、委託料の部分につきましては、主に

今回、減額した部分につきましては、インフルエンザの部分と新型コ

ロナの予防接種に係る部分でございます。まず、インフルエンザにつ

きましては、予定していた数字としましては、インフルエンザ、高齢

者５１０人、子供１６０人、一般の方５１０人に対しまして、実際に

接種された方が、インフルエンザ、高齢者から３９２人、子供に関し

ては１０１人、一般に関しては２９９人という形になっておりまし

て、それぞれの補正額が高齢者から４４万１,０００円減、子供が２

６万７,０００円の減、一般の方が６１万５,０００円の減となってお

ります。また、新型コロナにつきましては、当初５３５人を見込んで

おりましたが、実際には１５９人の方に受けていただいております。

減額としましては、合計しまして６３５万３,０００円の減額となっ

ております。以上です。 

 議長 小森嘉孝君 
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 よろしいですか。２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 分かりました。一番大きいのは、やっぱり新型コロナで６３５万円。

それで、この減額に対して、内部で、今後の予算の在り方っていうの

は、内部検討してます。 

 議長 小森嘉孝君 

 小林福祉課長。 

 福祉課長 小林大輔君 

 今回の新型コロナの検証としましては、あまり打っていただけなか

った方としましては、これまでの予防接種の疲れであったり、副反応

への恐れ、または、接種時期の直前に、遠別町内、若干コロナが流行

っていた時期に重なりまして、数字が少なくなってきたと考えており

ます。次年度以降につきましては、これらを勘案しまして、接種数、

接種率につきましては落としていきたいと考えております。以上で

す。 

 議長 小森嘉孝君 

 ほかに質疑ございませんか。５番山本仁美君。 

 ５番 山本仁美君 

 ２４頁の民生費、社会福祉総務費です。この、留萌北部地域子ども

発達支援センター負担金７２万１,０００円増の、この内容、ちょっ

と教えてください。 

 議長 小森嘉孝君 

 小林福祉課長。 

 福祉課長 小林大輔君 

 負担金の増額の要因でありますが、先ほど説明ありましたとおり、

燃料費等の高騰による部分と、併せまして利用者減によります給付費

が減少しておりまして、その部分が主な理由となっております。以上

です。 

 議長 小森嘉孝君 

 よろしいですか。 

   （「分かりました」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 ほかに質疑ございませんか。続いて６款農林水産業費から８款土木

費まで、２７頁から３１頁の５頁です。２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 ２７頁、堆肥製造センター運営指定管理料１０２万９,０００円。

人件費、燃料費、光熱水費増額のため。個別に額を教えてください。 
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 議長 小森嘉孝君 

 小森経済課長。 

 経済課長 小森正広君 

 まず、人件費につきましては、５１万３,０００円の増額となって

おります。燃料費につきましては、２７万９,０００円、というとこ

ろが主な額となっております。 

   （「光熱水費言いました」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 燃料費と一緒。 

 経済課長 小森正広君 

 電気の部分につきましては、１万９,０００円です。以上です。 

   （「合わないよ」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 金額合わないけどいいのか。残りはいいの。 

 経済課長 小森正広君 

 先ほど、労務費につきましては５１万３,０００円、燃料に関して

は２８万円。電気ほか、共済費、含めまして、１４万２,０００円に

なります。合計で９３万５,０００円の消費税分ということになりま

す。 

 議長 小森嘉孝君 

 よろしいですか。２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 １０２万９,０００円の増額でしょう。今言ったら、人件費が５１

万３,０００円、燃料費が２８万円、光熱水費が１４万２,０００円、

合わせたら９３万５,０００円しかならないですけど。１０２万９,０

００円の増額ではない。 

 議長 小森嘉孝君 

 小森経済課長。 

 経済課長 小森正広君 

 この差額分につきましては、消費税分の１０％分入っております。 

 議長 小森嘉孝君 

 ２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 ちょっと待って。ちょっと休憩していい。何回もやんなきゃならな

いから。 

 議長 小森嘉孝君 

 暫時休憩します。 
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  休憩（１１：３３） 

再開（１１：３４） 

 議長 小森嘉孝君 

 休憩を解き、本会議を再開します。小森経済課長。 

 経済課長 小森正広君 

 申し訳ございません。消費税含めた金額を申し上げます。労務費に

つきましては、５６万４,３００円、燃料、軽油に関しましては３０

万８,０００円、電気ほか、共済費関係を含めまして１５万６,２００

円、合計として１０２万８,５００円で、丸めまして１０２万９,００

０円の増額となっております。 

 議長 小森嘉孝君 

 よろしいですか。２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 人件費５６万４,０００円、具体的な中身は何ですか。 

 議長 小森嘉孝君 

 小森経済課長。 

 経済課長 小森正広君 

 こちらにつきましては、令和３年度の北海道の労務単価になってお

りまして１万７,３００円から、令和６年度の労務単価でいきますと

２万円になります。差額は２,７００円増加している部分であります。 

   （「これ３回目か、もう１回」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 ３回目。じゃあ、認めます。橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 この１万７,３００円の労務単価、令和３年。今は令和６年だよね。

４年、５年ってなかったの。 

 議長 小森嘉孝君 

 小森経済課長。 

 経済課長 小森正広君 

 これ、指定管理でございまして、令和３年時点での労務単価で積み

上げておりまして、大きく変わった場合につきましては、今回のよう

に補正させていただいたというところで、令和３年時点での単価とな

っております。 

   （「もう３回目だもんね、全然、納得いかないんだけどね」との声

あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 休憩します。 
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  休憩（１１：３６） 

再開（１１：３７） 

 議長 小森嘉孝君 

 休憩を解き、本会議を再開します。ほかに。２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 ２７頁、林道橋梁点検診断業務委託料、これって指名競争入札です

か。 

 議長 小森嘉孝君 

 小森経済課長。 

 経済課長 小森正広君 

 はい、そのように実施しております。 

 議長 小森嘉孝君 

 ２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 今、指名競争入札だったんですが、請負比率７８.５％、かなり低

いんですけども、なぜここまでに落ちたっていう分析はしています。 

 議長 小森嘉孝君 

 小森経済課長。 

 経済課長 小森正広君 

 こちらについては、入札残ということで理解しております。分析ま

でについてはしておりませんが、内容的に行えるかどうかっていう部

分の確認はした上で、契約を結んでおります。 

 議長 小森嘉孝君 

 いいですか。２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 ３回目ですけども、普通の入札時だと９０から９５なんですが、こ

れ、極端に、７８％って低いっていう、表向きに考えれば正当な競争

が働いたっていう考え方でいいんですかね。普通に。そういう理解で。 

 議長 小森嘉孝君 

 小森経済課長。 

 経済課長 小森正広君 

 はい、そういう考え方もあると思いますが、あと、以前、５年に１

回行うもんですから、その部分と業者も同じっていうこともあって、

その分もあるのかなというふうに考えています。 

   （「それは結果論でしょ。いいです。分かりました」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 ほかに質疑ございませんか。８番白幡広喜君。 
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 ８番 白幡広喜君 

 ２９頁、商工費で、屋内こども遊戯場の厨房備品３２万８,０００

円減、この内訳と、昨年の４月下旬からオープンして、厨房何日くら

い稼働しているのか、教えてください。 

 議長 小森嘉孝君 

 小森経済課長。 

 経済課長 小森正広君 

 まず、備品の内訳については、当初４０万計上しておりまして、冷

蔵庫、オーブンレンジを主に導入する予定でおりました。その中で、

実施した上で、オーブンレンジのみ、今回、６年度には購入いたしま

して、利用実態含めまして委託のほうとも確認をしつつ、冷蔵庫につ

きましては、今回導入しなかったというところであります。その上で、

厨房の利用については、オープン時に一度、出店含めまして、一度開

設というか運営行いましたが、ちょっとその実績見ると、なかなかち

ょっと利用度的には少なかったので、現状１回のみの利用となってお

ります。 

 議長 小森嘉孝君 

 ８番白幡広喜君。 

 ８番 白幡広喜君 

 オープンして、１日しか稼働していないということだと思うんです

が、今後の見通しとしてどのように考えているのか、ちょっと再度お

願いします。 

 議長 小森嘉孝君 

 小森経済課長。 

 経済課長 小森正広君 

 次年度につきましては、子どもの利用がやっぱり多いということも

ございましたので、その辺うまく厨房を使いながら、親子だとかそう

いう部分でも、ちょっとした料理含めて、料理ってまではいかないん

ですが、そういう部分の使い方含めまして、委託業者とも考えていき

たいなというふうに思います。 

 議長 小森嘉孝君 

 ８番白幡広喜君。 

 ８番 白幡広喜君 

 せっかくある施設を有効に使っていくような考えも必要だと思う

んですが、その辺も含めて、今後検討していただきたいと思います。 

 議長 小森嘉孝君 

 関連。２番橋本初昭君。 
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 ２番 橋本初昭君 

 ただいまの、この施設の厨房機器、今、一旦したら白紙に戻す。冷

蔵庫も今後も何も、購入の計画はない。一旦、ゼロに戻って、今後の

運営の在り方を御検討する中で、再度検討していくっていう考え方で

よろしいですか。 

 議長 小森嘉孝君 

 小森経済課長。 

 経済課長 小森正広君 

 今、厨房につきましては、本当の冷蔵のみのショーケース的なもの

は導入してあります。ある厨房機器を生かしながら、まず利用の方法

を考えていくっていうところで、現時点では新たな設備的な導入って

いうのは、現在のところは考えておりませんが、今後の運営上いろい

ろ必要であればまた考えて、より使っていただくっていう観点から

も、導入については考えていきたいなと思います。 

   （「分かりました。次年度でやりましょう」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 ほかに質疑ございませんか。２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 ２８頁、豊かな森づくり推進事業補助金、予算額に対して３６.１％

と大幅に減額になっていますが、内容は何でしょうか。 

 議長 小森嘉孝君 

 小森経済課長。 

 経済課長 小森正広君 

 造林施業面積が当初１２ヘクタールございました。それが３.２８

ヘクタールに、大幅に減になったという状況であります。 

 議長 小森嘉孝君 

 ２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 いやいや、面積が減ったのがいいんですよ。だから、どうして減っ

たのかって聞いている。 

 議長 小森嘉孝君 

 小森経済課長。 

 経済課長 小森正広君 

 これが、この事業当初、広葉樹植栽で予算化して事業計画立ててお

りましたが、受益者、森林所有者の意向もありまして、やはり育ちと

いうのはやはり針葉樹、トドマツのほうを植えたいということもあり

まして、広葉樹の部分での取組の面積が減ったというところが大きな

理由であります。 
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 議長 小森嘉孝君 

 ほかに質疑ございませんか。８款までです。２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 ２９頁、町道除排雪業務委託料６,０００万の増なんですが、これ

は補正予算編成時の見込みと、今現在の見込み、乖離がありますかね。

今の状況はどうなんでしょう。 

 議長 小森嘉孝君 

 髙田建設課長。 

 建設課長 髙田博之君 

 除排雪業務につきましては、補正後で１億５,０００万の予算額に

なっております。今、実際、稼働している分で実績上がってきている

のが３月７日までになっていまして、それの分までで計算しますと、

概算で１億３,２００万円の稼働実績となっております。 

   （「はい分かりました」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 ほかに質疑ございませんか。続いて、９款消防費から１３款職員給

与費まで、３２頁から３７頁の６頁です。８番白幡広喜君。 

 ８番 白幡広喜君 

 １０款教育費、スポットエアコン１１２万３,０００減。これは、

つけれなかったという解釈でよろしいですか。 

 議長 小森嘉孝君 

 ３４頁です。緒方教育次長。 

 教育次長 緒方章君 

 こちらに関しましては、こちら、最初うちのほうで見積もった、見

積りの段階で使わせていただいたメーカーと別のメーカーが実導入

になっております。機能分、それから冷やす面積等、同等のものとい

うことで、うちのほうで検査しておりますけれども、もともと入った

台数、それから施工方法、施工場所は全て変わっておりません。金額

的に入札をしたら安くなったということでございます。 

 議長 小森嘉孝君 

 よろしいですか。ほかに。２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 いいましたら、スポットエアコン、メーカーを見直したと。当初の

見積もった予算計上してきたときのメーカーと違うメーカーを入れ

たっていう。 

 議長 小森嘉孝君 

 緒方教育次長。 
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 教育次長 緒方章君 

 結果的にはそうなるんですけれども、設計の中で同等品ということ

で、機能が同じであれば構いませんということで縛ってありますの

で、その中で業者さんの得意なものが入ってきたというような形にな

っております。 

 議長 小森嘉孝君 

 ２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 いやいいんですよ。同等品で。ただ、予算的に、これは半分なんで

すよ。例えたら、予算見積り段階で、かなり甘い見積りをしたってい

う見方しかできないんですよ。これが５万、１０万落ちたの分かるん

ですよ。半分ですからね。いかに曖昧っていうか、見積りの段階で甘

い予算計上したっていう見方もできると思うんですが、そこら辺の考

え方どうでしょう。 

 議長 小森嘉孝君 

 緒方教育次長。 

 教育次長 緒方章君 

 うちのほうとしましては、入れてすぐ壊れるですとか、壊れたとき

のメンテナンスも含めて、ある程度のちゃんとしたメーカーというこ

とで見積りを、設計のほうを物品選定から含めてさせていただいて、

そこの部分に関しては、メーカーで責任を持っていただくっていうよ

うな形の中で見積り合わせを行った結果、あくまでも結果論になって

しまうものにはなりますが、決して見積りが甘かったというわけでは

ないと考えておりますが、実質、この数字を見ますとそう言われても

仕方ない部分はありますが、うちのほうでは日本メーカーの正式なも

のを定価の分で見積もっている部分での差がこうなったということ

になっております。 

   （「いやもう質問できないからいいけどさ」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 よろしいですか。 

   （「いや、よろしくはないけど」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 ほかに質疑ございませんか。２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 教育振興会、７５万に対して５２万円、２３万円の減額になりまし

たが、この主な理由は何でしょう。 

 議長 小森嘉孝君 

 緒方教育次長。 
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 教育次長 緒方章君 

 こちらの主な理由としましては、海外研修費のほうが１５２万８,

０００円の減額、それから……。 

   （「違いますよ」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 ちょっと待ってよ。教育振興会。 

 教育次長 緒方章君 

 申し訳ございません。 

 議長 小森嘉孝君 

 ２３万でしょう。３３頁の教育振興会の。緒方教育次長。 

 教育次長 緒方章君 

 申し訳ございません。先生方の研修費に対する旅費等がなくなって

いったというのが主な要因でございます。コロナ禍からえましてウエ

ブ会議が多くなって、ウエブでの研修が多くなったということで、旅

費のほうが減ったというのが主な原因でございます。 

 議長 小森嘉孝君 

 ２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 分かりました。ウエブ会議になったということで、じゃ２３万、具

体的な当初予算では、どこに行くという研修旅費だったのでしょう

か。 

 議長 小森嘉孝君 

 緒方教育次長。 

 教育次長 緒方章君 

 具体的な場所は押さえておりますので、後ほど回答させていただき

たいと思います。 

   （「はい分かりました」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 ほかに質疑ございませんか。２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 ３３頁、中学校費のバス借上料、これ１７６万５,０００円ですか、

減額になっています。結構大きいんですが、主な理由は何でしょう。 

 議長 小森嘉孝君 

 緒方教育次長。 

 教育次長 緒方章君 

 こちらにつきましては、中体連だとか、それから全道大会に関する

バスの旅費が、予定よりも少なかったということになっております。 
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 議長 小森嘉孝君 

 よろしいですか。２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 ３４頁、遠別町ＰＴＡ連合会補助金、２０万のところが３万で終わ

っている。１７万減、この要因は何でしょう。 

 議長 小森嘉孝君 

 緒方教育次長。 

 教育次長 緒方章君 

 こちらのほうにつきましては、ＰＴＡの活動が少なかったとしか聞

いておりませんでしたので、それ以上になりますと、ちょっと調べさ

せていただきたいと思います。 

 議長 小森嘉孝君 

 ２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 それはそれでいいんですけど、じゃあ、具体的にどの項目が活動が

なかったから落ちましたと、補正予算上げるんであれば、当然そうい

うものを調べて上げるんですよね。１７万という数字が減額になって

あるわけですから。まあそれは後でいいですから、紙面でいいですか

ら御報告願います。 

 議長 小森嘉孝君 

 じゃあ、後で整理して示していただきたいと思います。ほかに質疑

はございませんか。２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 生涯学習センター運営費、指定管理料、先ほどと同じで、人件費、

燃料費、光熱水費、内訳を教えてください。 

 議長 小森嘉孝君 

 緒方教育次長。 

 教育次長 緒方章君 

 まず、燃料費のほうにつきましては４６万５,０００円、それから

光熱水費につきましては２２８万８,０００円、それから人件費につ

きましては８４万３,０００円となっております。 

 議長 小森嘉孝君 

 ２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 人件費の８４万３,０００円、具体的に何の人件費でしょう。 

 議長 小森嘉孝君 

 緒方教育次長。 
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 教育次長 緒方章君 

 人件費につきましては、主に管理業務委託、管理業務料ということ

になっております。管理業務の内容につきましては、マナピィを運営

するに当たっての管理人の賃金というふうになっております。 

 議長 小森嘉孝君 

 ２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 そしたら、土曜日曜の日直、業務委託ですよね。いや、突き詰めれ

ば人件費なんでしょうが、管理委託業務の経費の増っていう解釈でい

いんですか。 

 議長 小森嘉孝君 

 緒方教育次長。 

 教育次長 緒方章君 

 はい、突き詰めれば人件費になっていくかもしれませんが、解釈と

してはそれで構わないと思います。議員おっしゃる通りです。 

 議長 小森嘉孝君 

 ２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 会計としては、逆だと思うんですよね。人件費じゃなくて、管理業

務委託の増のほうが分かりやすいんですよ。人件費ったら、あれあそ

こにとの、ということでお願いしたい。 

 議長 小森嘉孝君 

 緒方教育次長。 

 教育次長 緒方章君 

 今後とも気をつけながらいきたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

 議長 小森嘉孝君 

 ２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 給食センターの修繕料、１４９万６,０００円の増額、先ほど冷蔵

庫の修繕という説明がありましたが、これから議決になって、発注し

て２週間、３週間ないんですけど、できるんでしょうか、内容として。 

 議長 小森嘉孝君 

 緒方教育次長。 

 教育次長 緒方章君 

 これにつきましては、議決後、速やかに修繕できるように、事務方

のほうの準備も今は進めている段階です。 
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 議長 小森嘉孝君 

 ２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 じゃあある意味じゃ、見積もった段階で、業者との間で２週間なら

２週間でできるっていうことになっていると思うんですが、じゃあ今

の現状の冷蔵庫ってのは全く使っていない。 

 議長 小森嘉孝君 

 緒方教育次長。 

 教育次長 緒方章君 

 今、現状につきましては、冬期間ということもありまして、戸を開

けっぱなしにするなどして、温度を保っている状態です。それ以上、

保てないものに関しては、予備の冷蔵庫がありますので、そちらのほ

うで保管しつつ、運用しているという状態でございます。 

 議長 小森嘉孝君 

 ほかに質疑ございませんか。以上で、歳出の質疑は終わります。暫

時休憩いたします。昼食のため、１時１５分まで昼食のため休憩いた

します。 

  休憩（１１：５８） 

再開（１３：１５） 

 議長 小森嘉孝君 

 休憩を解き、会議を再開します。休憩前の橋本議員の質問に対する

答弁を求めます。緒方教育次長。 

 教育次長 緒方章君 

 橋本議員の質問にお答えさせていただきたいと思います。初めに、

振興会の関係でございます。教育振興会につきましては、小中５名ず

つ札幌・旭川など、合計で２８万円を見ているということでございま

す。続きまして、遠別小ＰＴＡ連合会補助金のほうの金額ですが、そ

ちらにつきましては、ＰＴＡ連合会の研究大会をやる予定で動いてお

ります。これは、毎年１回行っておりますが、今年、留萌管内のＰＴ

Ａ連合会の研究大会が遠別町で開催されるということで、抱き合わせ

で開催されました。それに伴い、講師料を含め、研究大会の経費が支

出しなかったということでございます。以上です。 

 議長 小森嘉孝君 

 よろしいですね。次に、歳入についての質疑を行います。１款町税

から１４款国庫支出金まで、１１頁から１３頁の３頁です。２番橋本

初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 １３頁、社会資本整備総合交付金、除雪なんですが、歳出には６,
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０００万も増額補正しているんですが、予算額１,３００万円に対し

て５４０万５,０００円しか認められていないというこの理由とし

て、積算内容をお知らせください。 

 議長 小森嘉孝君 

 髙田建設課長。 

 建設課長 髙田博之君 

 社会資本整備総合交付金につきましては、今回、国からの配分額が

減っているということで、減額となっております。除雪経費につきま

しては、現在までの除雪経費になりますが、補助金につきましては、

当初配分額の追加まだ予定されておりませんので、当初配分額での補

正ということで減額となっております。 

 議長 小森嘉孝君 

 よろしいですか。 

   （「ちょっと、もう１点だけ」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 ２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 そうしますと、途中で除雪経費が増えても、何ら考慮されないとい

う考え方でよろしいんでしょうか。 

 議長 小森嘉孝君 

 髙田建設課長。 

 建設課長 髙田博之君 

 除雪経費の執行状況によって、国のほうから調査が来ます。それに

よって、全国的なものですので、それを行った結果、追加配分がある

なしっていうことが判断されますので、現在のところ、追加配分の連

絡はないということになっております。 

   （「もう１点だけいいですか」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 ２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 そうしたら、今年、東北地方がすごい豪雪で、結局、そっちに持っ

ていかれたっていう考え方もできるんでしょうか。 

 議長 小森嘉孝君 

 髙田建設課長。 

 建設課長 髙田博之君 

 追加配分の連絡、一切まだ連絡来ていないということは、全道的な

連絡も何もない状況ですので、これからもしかしたら、遠別町にも配

分あるかもしれません。ちなみに、臨時交付金、社会資本整備じゃな
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くて、大雪に伴う臨時交付金の関係の調査も、今来ていますので、そ

ちらのほうがあるかもしれないですけども、ないかもしれないってい

うことで、ちょっと不明というか、そういう状況になっております。 

 議長 小森嘉孝君 

 よろしいですか。ほかに質問ございませんか。２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 同じく１３頁、教育費の国庫補助金、二酸化炭素排出抑制対策事業

費等補助金、これ、内容をちょっと教えていただけますか。 

 議長 小森嘉孝君 

 緒方教育次長。 

 教育次長 緒方章君 

 これは、ＺＥＢ補助金というもので、当初、中学校のほうが基礎と

それから断熱、基礎に伴う断熱材の工事をする予定でありましたが、

杭打ち工事で終わったということで、そのままだとＺＥＢの対象には

ならなかったこともありまして、建設サイドと打ち合わせをしまし

て、断熱材だけ仕入れていただきました。その断熱材に対する補助額

というふうになっております。 

 議長 小森嘉孝君 

 ２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 施工はしないけど、断熱材の購入費に対しての補助金っていう理解

でよろしいですか。 

 議長 小森嘉孝君 

 緒方教育次長。 

 教育次長 緒方章君 

 はい、そのとおりでございます。 

 議長 小森嘉孝君 

 ほかに質疑ございませんか。続いて、１５款道支出金から１６款財

産収入まで、１３頁から１５頁までの３頁です。続いて、１７款寄附

金から２１款町債まで、１６頁から１８頁までの３頁です。２番橋本

初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 １６頁、遠別町まち・ひと・しごと創生応援寄附金、１９０万円。

これは、個人じゃなくて、法人、会社が収めてくれた寄附金だと思う

んですが、法人名と金額、教えてくれませんか。 

 議長 小森嘉孝君 

 小森経済課長。 

 



- 28 - 

 

 経済課長 小森正広君 

 法人名は、後ほど御報告させていただきますが、５件の企業からい

ただいております。 

 議長 小森嘉孝君 

 あと金額。 

   （「５件だから１９０万でしょ」との声あり） 

 経済課長 小森正広君 

 その内訳はいいですね。 

   （「だから逆に法人名を先に教えてほしいんだよね」との声あり） 

 経済課長 小森正広君 

 これは、ちょっと後ほど。 

   （「後ほどじゃなくて、今」との声あり） 

 経済課長 小森正広君 

 はい、分かりました。ちょっと、お時間ください。 

 議長 小森嘉孝君 

 暫時休憩します。 

  休憩（１３：２１） 

再開（１３：２５） 

 議長 小森嘉孝君 

 休憩を解き、会議を再開します。小森経済課長。 

 経済課長 小森正広君 

 それでは、先ほどの５件につきましてお知らせします。まず、ホク

レン農業共同組合連合会が１００万円。続きまして、株式会社北海道

グリーンメンテナンスが２０万円。続きまして、株式会社セイコーマ

ートが２０万円。続きまして、日本都市設計株式会社が３０万円。最

後に、株式会社ＨＤＣが２０万円。以上です。 

 議長 小森嘉孝君 

 よろしいですか。２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 グリーンメンテナンス、セイコーマート、ホクレン、都市設計、Ｈ

ＤＣって言いましたっけ。都市設計って言いましたら、何かうちに関

係ありましたっけ。 

 議長 小森嘉孝君 

 小森経済課長。 

 経済課長 小森正広君 

 日本都市設計さんは、診療所の関係で関連して。 

   （「診療所、何やったっけ」との声あり） 
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 議長 小森嘉孝君 

 髙田建設課長。 

 建設課長 髙田博之君 

 都市設計につきましては、診療所の設計、あと管理業務、あと、そ

の以前に、公営住宅の設計も行っております。 

 議長 小森嘉孝君 

 よろしいですか。２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 じゃあある意味じゃ、お世話になったからっていう意味ですかね。

寄附金の目的は。 

 議長 小森嘉孝君 

 暫時休憩します。 

  休憩（１３：２７） 

再開（１３：２９） 

 議長 小森嘉孝君 

 休憩を解き、会議を再開します。小森経済課長。 

 経済課長 小森正広君 

 これにつきましては、企業版ふるさと納税とはっていう事柄があり

まして、国が制定した地方公共団体、地方創生プロジェクトに対して、

企業が寄附を行った場合は、法人関係税から税率控除される仕組みと

いうものがあります。それも踏まえまして、最大９割が軽減されるな

ど、活用しやすい制度になっているというふうに書いております。 

 議長 小森嘉孝君 

 ２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 これで最後にします。私、そんなこと聞いていません。寄附法の趣

旨。何で寄附をしたのか、町の振興の役立てくださいとか、何に役立

ててください、それだけでいいんですよ。誰も企業版の趣旨の説明な

んか聞いていません。もう１回、答弁願います。 

 議長 小森嘉孝君 

 再答弁願います。小森経済課長。 

   （「ちょっと待って」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 富士原副町長。 

 副町長 富士原栄治君 

 今の企業版ふるさと納税、日本都市設計さんについては、議員がお

っしゃるように、町のほうの振興に役立てていただきたいということ

と、あと先ほど言ったように、診療所の設計等で町にいろいろお世話
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になったっていう意味で寄附をされたと思っております。 

 議長 小森嘉孝君 

 よろしいですか。ほかに質疑ありませんか。７番山下悟君。 

 ７番 山下悟君 

 同じ１６頁のまちづくり応援寄附金なんですけども、参考までにお

聞きしたいんですが、今回６,０００万ということで、４,０００万減

額されていますけども、先ほどの歳出のほうでも、大体４割ぐらい減

額されています。これって、何か取決めみたいなものってあるんでし

ょうか。同じような割合で減っているので、ちょっとそこが気になっ

たんですけども。 

 議長 小森嘉孝君 

 小森経済課長。 

 経済課長 小森正広君 

 基本的には、まず寄附見込み額っていうのをまず出しまして、おお

むね６,０００万まではいかないと思うんですけども、まず設定させ

てもらいました。その中で、それぞれ返礼品に関しては２５％ってい

う、町では決めております。委託料につきましても、収入額、見込み

額の７.５％分計上させてもらっています。役務費に関係する部分、

送料とかですが、これはちょっとオーナープランとか、昨年度からあ

りますので、その部分の残り部分に対して、必要額分を差し引いた不

用額分を削減しているというような形になっています。 

 議長 小森嘉孝君 

 質問内容大丈夫ですか。答弁。坂川総務課長。 

 総務課長 坂川敏文君 

 すみません。今、議員の質問については、寄附金が収入減るのと積

立金が減っているの同じ額なんですが、どうですかっていう話ですよ

ね。そこは、積立額と寄附金の額は同額にしております。それの見込

みが、今６,０００万になるということで、同額の４,０００万ずつの

収入と歳出を減らしているということになりますので、御理解いただ

きたいと思います。 

 議長 小森嘉孝君 

 よろしいですか。ほかに質疑ございませんか。以上で、歳入の質疑

は終わります。歳入歳出全般について質疑を行います。以上で、本案

に対する質疑は終わります。お諮りいたします。議案第３号、討論省

略、採決してよろしいですか。 

   （「異議なし」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 異議なしと認めます。議案第３号について、原案に賛成の諸君の起
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立を求めます。 

   （全員起立） 

 議長 小森嘉孝君 

 起立全員であります。したがって、議案第３号は原案のとおり可決

されました。 

日程第１２ 議長 小森嘉孝君 

 日程第１２、議案第４号、令和６年度遠別町国民健康保険特別会計

補正予算（第４号）を議題とします。提案理由及び内容の説明を求め

ます。福祉課長小林大輔君。 

 福祉課長 小林大輔君 

 ただいま上程されました議案第４号令和６年度遠別町国民健康保

険特別会計補正予算（第４号）につきまして、提案理由及び内容につ

いて御説明申し上げます。 

説明（記載省略） 

 議長 小森嘉孝君 

 これより、本案に対する質疑を行います。歳出について行います。

１款総務費から８款諸支出金まで、６頁の１頁です。以上で、歳出の

質疑は終わります。次に、歳入について質疑を行います。３款道支出

金から５款繰入金まで、５頁の１頁です。歳入歳出全般について質疑

を行います。２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 ちょっとお願いがあるんですけど、今回、補正はされていないんで

すが、国保全般の運営に関することで、質問はだめでしょうか。 

 議長 小森嘉孝君 

 暫時休憩します。 

  休憩（１３：３８） 

再開（１３：４２） 

 議長 小森嘉孝君 

 休憩を解き、会議を再開します。橋本議員の質問でございますが、

一応、関連質疑とみなし、受けたいと思います。答弁をお願いできま

すか。 

   （「まだ質問してない」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 まだ質問してない。２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 すみません。お許しいただいたので、昨年の３月の定例会に、この

ままだと令和６年度の国保会計は税率を上げないともたないという

ことで改正しました。それで、当初予算、国保保険税７,８８６万円。
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今現在、収入額幾らになっているかお教えください。 

 議長 小森嘉孝君 

 小林福祉課長。 

 福祉課長 小林大輔君 

 お答えします。収入額という質問でしたけれども、調定額で御説明

させていただきます。予算額７,８００万円に対しまして、調定額９,

０００万円程度となっております。 

   （「９，０００万円」との声あり） 

 福祉課長 小林大輔君 

 ９,０００万円です。 

 議長 小森嘉孝君 

 よろしいですか。。 

   （「もう１問だけ」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 ２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 そうしたらとりあえず、今、令和６年度の国保会計は運営上問題が

ないという解釈でよろしいでしょうか。 

 議長 小森嘉孝君 

 小林福祉課長。 

 福祉課長 小林大輔君 

 そのとおりでございます。 

 議長 小森嘉孝君 

 ほかに質疑ございませんか。歳入歳出全般について質疑を受けま

す。以上で、本案に対する質疑は終わります。お諮りいたします。議

案第４号、討論省略、採決してよろしいですか。 

   （「異議なし」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 異議なしと認めます。議案第４号について、原案に賛成の諸君の起

立を求めます。 

   （全員起立） 

 議長 小森嘉孝君 

 起立全員であります。したがって、議案第４号は原案のとおり可決

されました。 

日程第１３ 議長 小森嘉孝君 

 日程第１３、議案第５号令和６年度遠別町国民健康保険診療所特別

会計補正予算（第５号）を議題とします。提案理由及び内容の説明を

求めます。診療所事務長齊藤晶夫君。 
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 診療所事務

長 

齊藤晶夫君 

 ただいま上程になりました議案第５号令和６年度遠別町国民健康

保険診療所特別会計補正予算（第５号）につきまして、提案理由を御

説明申し上げます。 

説明（記載省略） 

 議長 小森嘉孝君 

 これより、本案に対する質疑を行います。歳出について行います。

１款総務費から３款交際費まで、８頁から１０頁までの３頁です。 

   （「なし」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 以上で、歳出の質疑は終わります。次に、歳入について質疑を行い

ます。１款診療収入から６款同支出金まで、５頁から７頁の３頁です。

２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 ６款道支出金で診療所の道補助金、これは今年度限り。あと、もう

１つは予想していなかった収入なんですか。 

 議長 小森嘉孝君 

 齊藤診療所事務長。 

 診療所事務

長 

齊藤晶夫君 

 まず、診療所費道補助金につきましては、新たに診療所の移行に際

しまして、へき地直営診療所運営費というものが交付されておりま

す。これにつきまして、従来から交付されておりました直営診療施設

の上に特別に要した費用と併せまして予算計上をしておりましたが、

見込みの金額よりも多く、申し訳ございません。算定に関して当初の

見込みよりも多く交付されたことにより……。 

 議長 小森嘉孝君 

 答弁いいですか。終わりですか。追加答弁 

 診療所事務

長 

齊藤晶夫君 

 大変申し訳ありません。病床機能再編支援事業費給付金につきまし

ては、来年度以降も交付されます。交付につきましては、交付される

ということは予想しておりましたが、額については不明な点が多く計

上しておりませんでした。 

   （「分かりました、いいです」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 よろしいですか。ほかに質疑ございませんか。以上で、歳入の質疑

は終わります。歳入歳出全般について質疑を行います。以上で、本案

に対する質疑は終わります。お諮りいたします。議案第５号、討論省

略、採決してよろしいですか。 
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   （「異議なし」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 異議なしと認めます。議案第５号について、原案に賛成の諸君の起

立を求めます。 

   （全員起立） 

 議長 小森嘉孝君 

 起立全員であります。したがって、議案第５号は原案のとおり可決

されました。 

日程第１４ 議長 小森嘉孝君 

 日程第１４、議案第６号、令和６年度遠別町介護保険特別会計補正

予算（第４号）を議題とします。提案理由及び内容の説明を求めます。

福祉課長小林大輔君。 

 福祉課長 小林大輔君 

 ただいま上程されました議案第６号、令和６年度遠別町介護保険特

別会計補正予算（第４号）につきまして、提案理由及び内容について

御説明申し上げます。 

説明（記載省略） 

 議長 小森嘉孝君 

 これより、本案に対する質疑を保険事業勘定から行います。歳出全

般について行います。１款総務費から６款諸支出金まで、８頁から９

頁の２頁です。 

   （「なし」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 以上で、歳出の質疑は終わります。次に、歳入全般について質疑を

行います。６款繰入金から８款諸収入まで、７頁の１頁です。 

   （「なし」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 以上で、歳入の質疑は終わります。次に、サービス事業勘定の質疑

を行います。歳出について質疑を受けます。１款総務費、１３頁の１

頁です。 

   （「なし」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 以上で、歳出の質疑は終わります。次に、歳入について質疑を行い

ます。２款繰入金１２頁の１頁です。歳入歳出全般について質疑を行

います。 

   （「なし」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 歳入歳出全般について質疑を行います。以上で、本案に対する質疑
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は終わります。お諮りいたします。議案第６号、討論省略、採決して

よろしいですか。 

   （「異議なし」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 異議なしと認めます。議案第６号について、原案に賛成の諸君の起

立を求めます。 

   （全員起立） 

 議長 小森嘉孝君 

 起立全員であります。したがって、議案第６号は原案のとおり可決

されました。 

日程第１５ 議長 小森嘉孝君 

 日程第１５、議案第７号、令和６年度遠別町簡易水道事業会計補正

予算（第３号）を議題とします。提案理由及び内容の説明を求めます。

建設課長髙田博之君。 

 建設課長 髙田博之君 

 ただいま上程されました議案第７号、令和６年度遠別町簡易水道事

業会計補正予算（第３号）について、提案理由及び内容の説明をいた

します。 

説明（記載省略） 

 議長 小森嘉孝君 

 これより、本案に対する質疑を行います。収益的収入及び支出につ

いて質疑を受けます。４頁から５頁の２頁です。 

   （「なし」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 以上で質疑は終わります。次に、資本的収入及び支出について質疑

を受けます。６頁の１頁です。 

   （「なし」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 以上で質疑は終わります。簡易水道事業会計全般について質疑を行

います。 

   （「なし」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 以上で本案に対する質疑は終わります。お諮りいたします。議案第

７号、討論省略、採決してよろしいですか 

   （「異議なし」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 異議なしと認めます。議案第７号について、原案に賛成の諸君の起

立を求めます。 
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   （全員起立） 

 議長 小森嘉孝君 

 起立全員であります。したがって、議案第７号は原案のとおり可決

されました。 

日程第１６ 議長 小森嘉孝君 

 日程第１６、議案第８号令和６年度遠別町下水道事業会計補正予算

（第３号）を議題とします。提案理由及び内容の説明を求めます。建

設課長髙田博之君。 

 建設課長 髙田博之君 

 ただいま上程されました議案第８号、令和６年度遠別町下水道事業

会計補正予算（第３号）について、提案理由及び内容の説明をいたし

 ます。説明（記載省略） 

 議長 小森嘉孝君 

 これより本案に対する質疑を行います。収益的収入及び支出につい

て質疑を受けます。３頁から４頁の２頁です。２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 それでは、管渠費の特定環境保全公共下水道管渠カメラ調査業務委

託料と、増経費の特定環境保全公共下水道台帳デジタル化業務委託料

のそれぞれの減額の内容といいますか、これだけ減額になった要素・

要因をお教え願います。 

 議長 小森嘉孝君 

 髙田建設課長。 

 建設課長 髙田博之君 

 こちらにつきましては、補助事業で実施しておりますので、当初、

国からの配分額が減額になったことに伴って事業が少なくなるとい

うことで減額しております。 

 議長 小森嘉孝君 

 よろしいですか。 

   （「もう一回」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 ２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 今のすみません。カメラもデジタルも両方。 

 議長 小森嘉孝君 

 髙田建設課長。 

 建設課長 髙田博之君 

 基本的にカメラ調査業務と浄化センターの改修工事、あと下水道台

帳のデジタル化業務、ストックマネジメント計画の策定業務が１本の
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括りになっていますので、その中で配分額を割り振っているような形

になっています。ですので、全て同じ要因となっております。 

 議長 小森嘉孝君 

 ほかに質疑ございませんか。以上で質疑は終わります。次に、資本

的収入及び支出について質疑を受けます。５頁から６頁の２頁です。

８番白幡広喜君。 

 ８番 白幡広喜君 

 建設改良費、６頁ですか。工事請負費で遠別浄化センター改修工事

８１７万。この主な要因を教えてください。 

 議長 小森嘉孝君 

 髙田建設課長。 

 建設課長 髙田博之君 

 浄化センターの改修工事については、今年度最終の改修となってお

りますが、屋上防水等を実施しております。それの工事の執行残とい

うことで減額となっております。 

 議長 小森嘉孝君 

 よろしいですか。８番白幡広喜君。 

 ８番 白幡広喜君 

 ８００万というのは結構、当初より誤差が大きいと思うんですが、

なぜこのように金額が膨大になっているのか、その辺も含めて。 

 議長 小森嘉孝君 

 髙田建設課長。 

 建設課長 髙田博之君 

 先ほど、橋本議員の質問にもお答えしたときと同じことになるので

すが、配分額が今回減額になっております。ですので、事業量を減ら

して実施しておりますので、このような差というかになっておりま

す。 

 議長 小森嘉孝君 

 関連。２番橋本初昭君。 

 ２番 橋本初昭君 

 そうすると、浄化センターの屋上防水の工事は完了していない、完

了した、ちょっと答弁願います。 

 議長 小森嘉孝君 

 髙田建設課長。 

 建設課長 髙田博之君 

 屋上防水については今年度で完了しております。 

 議長 小森嘉孝君 

 ほかに質疑ありませんか。以上で質疑は終わります。下水道事業会
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計全般について質疑を行います。以上で本案に対する質疑は終わりま

す。お諮りいたします。議案第８号、討論省略、採決してよろしいで

すか。 

   （「異議なし」との声あり） 

 議長 小森嘉孝君 

 異議なしと認めます。議案第８号について、原案に賛成の諸君の起

立を求めます。 

   （全員起立） 

 議長 小森嘉孝君 

 起立全員であります。したがって、議案第８号は原案のとおり可決

されました。 

 議長 小森嘉孝君 

 暫時休憩します。２時４５分まで。 

  休憩（１４：２５） 

再開（１４：４５） 

 議長 小森嘉孝君 

 休憩を解き会議を再開します。先ほどの橋本議員の質問に対し、診

療所事務長より答弁の訂正を求められておりますので、齊藤診療所事

務長。 

 診療所事務

長 

齊藤晶夫君 

 先ほどの橋本議員からの御質問に対しまして、診療所会計の６款１

項１目の診療所費道補助金の病床機能再編支援事業費給付金の部分

でございます。この給付金につきまして、私のほうで毎年交付される

というふうに答弁のほうをいたしましたが、これにつきましては、病

床の削減時に一度のみ交付される給付金ということで、私の答弁のほ

うに誤りがありましたので、申し訳ございません。また、この給付金

の新規での予算設定につきましてですが、交付については当初から分

かっておりましたが、交付の時期が全道的な申請の状況等によるもの

ということで、６年度中か、または７年度中になるかということで、

北海道のほうから未定ということで回答をいただいておりましたの

で、今回、年度内で交付のめどがついたタイミングで補正をさせてい

ただきました。大変申し訳ございませんでした。 

日程第１７ 議長 小森嘉孝君 

 日程第１７、令和７年度町政執行方針について、町長から発言を求

められておりますので、これを許します。町長國部雅人君。 

 町長 國部雅人君 

令和７年度第１回遠別町議会定例会の開催に当たり町政執行に関

する私の所信を申し上げ、町民の皆様はじめ、町議会議員各位の御理
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解と御協力をお願いしたいと存じます。昨年１０月に、町民の皆様の

温かい御支援により、町政運営を担わせていただくことになり、皆様

から託された重責を厳粛に受け止め、全力を挙げて町政運営に取り組

んでいるところであります。本年に入り、各町内会を訪問し、タウン

ミーティングを開催させていただきました。皆様から様々な御意見・

御要望を直接お聞かせいただいたほか、各種団体の会議や集いの場に

もお招きいただき、多くの町民の皆様とコミュニケーションを取るこ

とができたと感じております。また、職場内においても職員との面談

を通して対話を重ねているところであり、私のスローガンである『「オ

ールえんべつ」町民と共に暮らしやすい街を！』の実現に向けて一歩

ずつ着実に歩みを進めているところであります。さて、世界の経済は

欧米における高い金利水準の継続や中国の不動産市場の停滞継続の

影響など海外景気の下振れが我が国の景気を下押しするリスクとな

っており、物価上昇、アメリカの今後の政策動向や中東地域をめぐる

情勢、金融資本市場の変動等の影響にも十分注意が必要とされていま

すが、景気は一部に足踏みは残るものの、緩やかに回復しているとさ

れています。このような状況の中で、我が国の経済は長きに渡ったコ

ストカット型経済から脱却し、デフレに後戻りせずに成長型経済に移

行できるかどうかの分岐点にあるとされており、賃金上昇が物価上昇

を安定的に上回る経済を実現し、賃上げと投資が牽引する成長型経済

への移行を確実なものとするため、日本経済・地方経済の成長、物価

高の克服及び国民の安心・安全の確保を３つの柱とする国民の安心・

安全と持続的な成長に向けた総合経済対策を決定し、その裏付けとな

る令和６年度補正予算を迅速かつ着実に執行するなど、総合経済対策

の効果を広く波及させていくとしています。本町におきましては、ま

ちづくりの指針である、第６期遠別町総合計画が本年で最終年とな

り、新たに、第７期遠別町総合計画の策定に向けて歩みを進める重要

な年となります。本町の厳しい財政事情を認識し、新たな課題に迅速

かつ柔軟に対応しつつ、社会の情勢を踏まえ、新しい時代の流れを力

へと転換して、町民の皆様と共に将来を見据えた、環境に優しいサス

テナブルなまちづくりに向かって、積極的な事業の展開を図っていき

ます。人口減少や少子高齢化、物価高騰の影響による産業・経済の落

ち込みなど厳しい社会情勢ではありますが、遠別町の次の時代へ夢と

希望を持ち、未来を見据えることができるよう、町民の皆様の声を大

切にし、共に歩む姿勢を基本として、安心・安全で活力ある快適なま

ちづくりに努めていきます。はじめに、「時代を拓く、えんべつの経

済」について申し上げます。本町の基幹産業である農業につきまして

は、高齢化等の経営戸数が減少する中、新たな担い手の確保が喫緊の

課題であります。本町の農業が持続可能な成長産業となるため、安定
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した生産力の確保、高付加価値化と作業効率の向上に取り組み、魅力

ある力強い農業を次世代につなぐため、関係機関と連携しながら意欲

ある担い手の確保・育成に努めていきます。新規就農者や後継者対策

につきましては、農業次世代人材投資事業及び農業後継者対策事業に

より、農業後継者の育成に取り組むとともに、新規就農者経営発展支

援事業による支援を実施し、新規就農者の確保のために支援を行いま

す。水稲・畑作につきましては、農地の効率的な活用や生産基盤の強

化、条件不利地への支援を図るため、多面的機能支払交付金事業や、

中山間地域等直接支払交付金事業を実施し、地域ステップアップ事業

による小規模事業へ支援するとともに、農地整備事業による区画整理

や暗渠排水等の基盤整備を行い、土地改良区における水利施設整備事

業への支援を行います。酪農・畜産につきましては、多様化する業務

体制への対応や生産意欲向上による経営安定化を図るため、畜産振興

対策事業として、酪農ヘルパー事業や、酪農伝染病予防対策事業、牛

群育種改良事業などへの支援を行い、生産性の向上と経営基盤の安定

化に努めていきます。林業につきましては、森林の有する多面的機能

が持続的に発揮されるよう、民有林整備事業等への助成を行うととも

に、森林所有者の負担軽減策として原木出材の運搬経費への助成を行

い、森林経営意欲の向上と資源循環型社会の実現に努めていきます。

また、森林環境税の適切かつ有効な活用を図るため、森林環境譲与税

の活用に向けた基本方針に基づいた森林整備の推進、路網整備や担い

手確保、木材利用の推進に努めていきます。有害鳥獣対策につきまし

ては、近年、出没が増加しているヒグマによる被害の未然防止、エゾ

シカ・アライウマによる農産物や森林への被害防止のため、鳥獣被害

防止計画に基づき駆除を実施するとともに、減少する狩猟者確保のた

め、新規免許取得者に対する助成を行い、関係団体と連携した新規狩

猟者の育成及び被害防止に努めていきます。水産業につきましては、

遠別漁業協同組合と連携し、水産物の供給基地及び避難漁港である遠

別漁港の整備促進が図られるよう要請活動等に努めるとともに、近年

の海洋変化の影響により予測されているホタテ幼生付着率の激減を

踏まえた漁業経営の維持・継続のための対策を考えていきます。商工

業につきましては、地域の商工業活性化・消費需要喚起を目的に景気

浮揚地域経済活性化対策事業として、プレミアム商品券への助成を拡

充して取り組みます。高齢化等により商工業者の減少が進んでいるこ

とから、新規起業の促進及び雇用の創出による地域の産業並びに経済

の活性化を図るため、起業化支援事業補助金により支援するととも

に、事業承継や新たな担い手の育成・確保対策についても、商工会や

関係機関と連携を密に図りながら進めていきます。また、外国人技能

実習生が増加している中、安心して生活できる受入環境が必要であ
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り、外国人が暮らしやすい共生社会の実現を推進するため、外国人技

能実習生受入対策協議会へ支援するほか、外国人サポートスタッフの

採用に取り組みます。観光につきましては、昨年リニューアルした屋

内こども遊戯場・テレワーク施設とんがりかんや、隣接するランドリ

ー施設、道の駅えんべつ富士見や、富士見ヶ丘公園等を含めて観光・

交流拠点として一体的な集客施設と考えるとともに、さらなるシナジ

ー効果を期待して試行的にドッグランを設置し、情報発信や観光ＰＲ

を関係団体と連携しながら推進していきます。また、町外イベントへ

の参加や移住交流事業などＰＲを行い、遠別町の知名度アップを図っ

ていきます。少子高齢化や転出超過による人口減少が進む中、農業・

漁業・商工業をはじめとする町の将来を担う若い世代が異業種連携し

て活動することはとても心強い取組であり、活気あるまちづくりを創

出し、地域の活性化を図るため、青年部連携地域活性化事業へ支援し

ていきます。ふるさと納税につきましては、子供たちの健全育成や保

健・福祉の充実、地域活性化や遠別農業高校の活動支援など寄附者の

意思に沿って各種事業の推進に大きな役割を果たしております。ふる

さと納税業務全般を委託することにより、業務の効率化と取扱事業者

の負担軽減を図り、受託者とともに新たな返礼品の開発に取り組み、

本町の魅力発信により積極的なＰＲ策を講じて、寄附金の増額を目指

していきます。次に、「安心できる、えんべつの街」について申し上

げます。公共交通の確保につきましては、町が運行主体となり、地域

住民の足を守るべく、地域住民の交通機関再生運行業務により、デマ

ンドバス運行を継続していきます。安心で快適なまちづくりの推進を

図るため、緊急度の高い町道・歩道や老朽化している橋梁の補修・整

備を計画的に進めていきます。住宅環境につきましては、公営住宅等

長寿命化計画に基づき、既存住宅の維持管理を主とする方針へと転換

し、本町団地２棟４戸の屋根張替えと外壁塗装、港団地１棟４戸の解

体を行うほか、北浜団地の浸水対策工事を実施していきます。また、

町民の住環境を向上のため、住宅リフォーム助成事業を継続するとと

もに、町民一人ひとりが地域温暖化防止に心がけ、近年の物価高騰の

影響緩和策の一助として、新たに、省エネ家電購入支援事業を実施し、

町民の皆様の生活支援と地域経済の活性化対策に取り組んでいきま

す。水道事業につきましては、水道配水管の適正な管理と業務の効率

化、漏水や災害発生時の対応強化を図るため、水道管路図デジタル化

を継続するとともに、老朽化している配水管や浄水場設備等の修繕を

行うほか、量水器取替工事を実施し、水道設備の維持と安定的な水の

供給に努めていきます。下水道事業につきましては、遠別町特定環境

保全公共下水道事業計画に基づき、雨水管渠整備により雨水対策の強

化を実施するとともに、下水道処理区域内の浸水対策のために下水道
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台帳のデジタル化を実施し、大雨等により浸水が想定される区域を可

視化するため、内水浸水想定区域図を作成し、短時間高強度豪雨等に

よる浸水被害の未然防止に努めていきます。防災対策につきまして

は、ＩＰ告知端末やスマホアプリを活用した適切な防災情報等を発信

し、防災力の強化・充実を図るとともに、自主防災組織運営交付金事

業を継続し、自主防災会との連携を図りながら、避難行動要支援対象

者の把握に努め、平常時から地域全体で目配りし、見守りにつながる

意識の醸成を図り、地域防災力の向上に努めていきます。また、河川

維持の緊急的な対策として緊急浚渫推進事業の対象となる、普通河川

補修工事を実施します。次に、「心を大切にする、えんべつのやさし

さ」について申し上げます。定住・人口減少対策として、結婚・出産

祝金と乳幼児から高校生までの医療費無料化を継続し、妊産婦安心出

産支援助成金として出産直前の宿泊助成を拡充するほか、母子の心身

ケアと育児サポートを目的とした、産後ケア事業に取り組み、妊産婦

や保護者等の負担軽減に努めるとともに、結婚から子育てまでの決め

細かな支援を推進していきます。また、乳幼児の視力異常を早期発見

し、適切な治療につなげることを目的として、新たに、屈折検査機器

を導入します。児童福祉につきましては、幼児センター「きらり」の

保育料軽減措置を継続し、子育て環境の充実と保護者の負担軽減を図

り、少子化対策を推進していきます。また、幼児センター施設の維持

管理と福祉避難所機能の強化対策として、外壁及びサッシ改修工事を

実施します。高齢者福祉につきましては、高齢者のやすらぎの場や健

康増進を図るための旭温泉高齢者入浴料助成事業とともに、通院等交

通手段の支援と外出機会の創出を目的とした、高齢者バス・タクシー

助成事業や、長寿を祝う敬老祝金に取り組んでいきます。感染症予防

対策につきましては、インフルエンザ予防接種の一部無料化や費用助

成を継続するとともに、新たに定期接種となった帯状疱疹ワクチンを

はじめ、各種予防接種や健診事業等の個人負担軽減措置を行い、町民

の皆様の健康維持に向けた取組を推進していきます。医療対策につき

ましては、昨年、国民健康保険診療所が無事開所いたしました。旧国

保病院等の解体工事も完了し、新たに駐車場整備工事により周辺環境

を整え、利用者の利便性向上に努めていきます。また、令和７年度か

ら医師２名体制が確立される見込みであり、町民の皆様が安心して受

診できる体制が整いつつありますが、診療体制の維持を図るため、引

き続き、派遣医師の確保に取り組み、医療従事者確保のため、看護師

就労奨励金制度を継続していきます。次に、「人を育てる、えんべつ

の学び」について申し上げます。遠別町総合教育会議を通じ、教育委

員会との連携を強化し、子供たちが笑顔で学べる教育環境を推進する

ため、中学校建設事業として、建築主体工事及び電気設備・機械設備
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工事を実施し、令和８年度の完成に向けて整備を進めていきます。ま

た、学校教育の充実と保護者の負担軽減を図るため、小学校・中学校

の補助教材購入、学校給食費の半額助成及び中学校の指定物品補助を

実施するほか、スクールソーシャルワーカーを活用して児童生徒や保

護者への対応を行い、課題解決を支援していきます。さらに、遠別農

業高等学校教育振興会への助成を継続するとともに、新たに生徒のタ

ブレット端末購入助成を行い、入学者の増加・維持を目指していきま

す。放課後学習の取組につきましては、学力向上支援事業の見直しと

拡充を行うほか、教育施設長寿命化計画に基づき、生涯学習センター

のエレベーター改修工事と多目的ホール客席照明取替工事を実施し

ます。最後に、「前へ進む、えんべつのまちづくり」について申し上

げます。地域力の維持・強化を図り、協働のまちづくりを推進するた

め、地域活性化推進事業を実施し、学校ＩＣＴ教育の推進支援やＩＰ

告知端末の運用支援のほか、ＳＮＳや動画配信による町の魅力発信、

移住体験事業によるテレワークやワーケンション事業に取り組み、町

の関係・交流人口の増加及び移住の促進を図っていきます。行政サー

ビスポイント事業につきましては、たま～るカードシステムと連携

し、生涯活躍のまち基本計画に基づき、検診受診や各種講座・教室へ

の参加など社会参加と地域経済の活性化に向けて取組を推進してい

きます。また、昨年度から交流を再開した姉妹都市カナダ・キャッス

ルガー市との青少年相互訪問事業を支援し、お互いの友好を促進する

とともに国際的視野の広い青少年の育成に努めていきます。さらに、

人口減少や人手不足対策の一助として、外国人サポートや子どもサポ

ート、事業承継など様々な分野において、地域おこし協力隊の活用を

推進し、地域へ新しい風を吹き込み、地域の活性化を目指すため、積

極的な導入方策を展開していきます。開かれた行政、町民の皆様に寄

り添った行政サービスを提供するためには、町民と行政が課題を共有

し、一体となって取り組むことが重要であり、そのために積極的な情

報発信と情報共有が必要となります。行政情報をいろいろな形で町民

の皆様に丁寧に伝え、御意見を伺うために、一過性のタウンミーティ

ングだけで終わるのではなく、今後も様々なカテゴリーやグループで

の懇談会を実施していく意向です。また、情報発信や防災機能・ＤＸ

などの強化、住民がより利用しやすい役場づくり、一次産業に対する

サポートの充実などを念頭に、役場組織の機構改革を行い、新たなま

ちづくりを推進していきます。さらに、物価高騰対応重点支援事業と

して国の臨時交付金を活用し、水道基本料金の軽減と低所得世帯への

支援金を給付し、物価高騰の影響による町民への生活支援策を講じて

いきます。以上、令和７年度に向け、主要な施策と事業につきまして、

所信の一端を申し上げました。私をはじめ、職員のそれぞれがそれぞ
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れの立場で役割を認識し、全力で取組を進めるとともに、職員一人ひ

とりが広告塔となり、町のＰＲに努めていきます。また、かねてより

心配をおかけしていた、特別養護老人ホーム「友愛苑」につきまして

は、現在、事業継承先の選定に向けて運営方法を含めた協議を行って

いるところであり、継承事業者を選定した段階で速やかに町民の皆様

に説明したいと考えています。私自身も、高齢者の皆様が安心して暮

らせる施設として、この町になくてはならないものと考えております

ので、町民の皆様及び議員の各位におかれましても、より一層の御支

援、御協力を賜りますよう心からお願い申し上げ、令和７年度町政運

営に望む私の基本方針といたします。 

 議長 小森嘉孝君 

 以上で、令和７年度町政執行方針を終わります。 

日程第１８ 議長 小森嘉孝君 

 日程第１８、令和７年度教育行政執行方針について、教育長職

務代理者から発言を求められておりますので、これを許します。

教育長職務代理、小田中紀仁君。 

 教育長職務

代理者 

小田中紀仁君 

 ただいま議長のお許しをいただきましたので、本来、教育長よ

り述べるべきではありますが、教育長職務代理者小田中から令和

７年遠別町議会第１回定例会の開催に当たり、令和７年度教育行

政に係る基本方針について申し上げます。はじめに、人口減少や

少子高齢化の進行、情報技術やグローバル化の進展など、子供た

ちが変化の激しい社会の中で生きていくためには、時代の変化に

対応し情報を見極め、新たな価値につなげていくこと、複雑な情

報変化の中で目標を再構築することができるようにすることが

求められております。これらの環境変化が進む中、必要な資質・

能力、探求心を育むためには、学校が社会と接点を持ち、多様な

人々とのつながりを保ちながら学ぶ環境となることが望ましく、

基礎的・基本的な知識・技能の習得に加え、課題を解決するため

に必要な思考力・判断力・表現力等の育成や学習意欲の向上、一

人ひとりの可能性を引き出す教育が求められています。子供たち

を取り巻く環境では、コロナ禍を経験し、学校行事等では従来と

は違う実施方法に変化している中で、人間関係の持ち方やルール

を学んでいくといった社会生活の基礎を養う機会が徐々に増え

てきています。また、インターネットや通信技術の発展により、

教育も生活や社会の劇的な変化への対応が重要であり、情報技術

が教育活動に効果的に活用されるようになった反面、氾濫する情

報から必要な情報を選択できる能力の育成が求められています。 
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教育委員会としては、「人を育てる、えんべつの学び」の基本理

念のもと、学校、家庭、地域や関係機関、団体等と連携を強化し、

ふるさとを愛し、町民が生涯にわたり学習できる町を目指して教

育行政を推進していきます。はじめに、学校教育の推進について

申し上げます。現在の学習指導要領では、生産年齢人口の減少、

少子高齢化、情報技術の進展や技術革新により社会構造、雇用環

境は急速に変化しており、予測困難な時代となっています。その

ような中、教育課程を通じて、よりよい社会をつくるという目標

を学校と地域が共有し、多様化が進む中、基礎的・基本的な知識・

技術などを確実に習得させるため、地域との連携によって学校教

育の実現を図ること、「知識及び技能」「思考力、判断力、表現

力等」「学びに向かう力、人間力等」を柱に、子供たちの育成を

目指す資質能力を明確にすること、また、子供たちの学びそのも

のが主体的・対話的で深い学びの視点から授業をより良くしてい

くことなどが示されております。教育委員会としても、地域とと

もにある学校づくりを目的とした学校運営協議会の機能を十分

発揮し、学校運営に地域の声を積極的に取り入れ、地域と一体と

なった学校教育を推進してまいります。学力向上の取組として、

既に小学校から外国語教育が始まっており、より一層外国語教育

の充実を図るため、英語指導助手を活用し、英語を通した国際理

解教育の向上と実践的コミュニケーション能力を養うことを目

的に、効果的に授業が実施できるよう環境づくりに努めていきま

す。子供たちの特性や学習進度などに応じた、複数教員によるチ

ームティーチングなど、学力向上を目指した授業改善を積極的に

行い、きめ細やかな学習指導に努め、特別支援教育支援員の配置

を継続し、児童生徒の学力向上に向けた取組を進めていきます。 

 また、全国学力・学習状況調査結果の活用・分析を進め、学習

指導の改善・充実に向けて、教職員が一丸となった取組を支援し、

楽しく学べる環境づくりや、地域の教育資源を有効に活用した学

習の継続に努めるほか、いじめの未然防止の取組を充実させると

ともに、不登校等の解消等をはじめとして、様々な問題に対応す

るため、スクールソーシャルワーカーを配置し、児童生徒や保護

者の課題解決を目指します。また、補助教材費の助成及び中学校

指定運動着、カバンの購入費の助成も継続いたします。ＩＣＴ教

育については、これまで１人１台端末利用やネットワーク環境が

整備され、デジタル教材の活動やオンライン授業が推進されてき

ましたが、これからは、次の時代へと変化していくことが予想さ

れ、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の実現のため、新し

い技術や学習方法など、学校ごとに異なる課題やニーズに合わせ
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ＩＣＴ機器を有効に活用し、授業を楽しみながら効率的な学習を

進めることが重要です。教職員個々のＩＴスキルの差や端末利用

時における授業での活用法など、いまだ様々な課題が残されてい

ることから、ＩＣＴ支援員と協力し、教職員のスキルアップを含

めて支援をしていきます。感染症対策については、その時々で適

切な対応が求められており、持続的に児童生徒の教育を受ける権

利を保障していくため、「学びを止めない教育」を着実に実行し、

学校運営を継続していく必要があります。引き続き、学校行事の

在り方やＩＣＴ技術など、情勢と対策を考慮し学校の運営に努め

ていきます。また、中学校における部活動地域移行については、

国や北海道の指針のもと、地域人口の減少、部活動指導者等の人

材確保等の問題もあるため、引き続き検討委員会等で検討を進め

てまいります。働き方改革関連では、遠別町立学校における働き

方改革アクションプランに基づき、学校行事や部活動の在り方、

学校業務の効率化等、学校のより一層の働き方改革推進のため、

校務支援システムを導入しており、朝の打ち合わせや日々の諸連

絡等を簡略化するとともに、教職員のストレスチェックを実施し

健健康保持に努め、業務改善及び事務の軽減を図り、円滑な学校

経営を目指します。学校施設については、遠別町教育施設長寿命

化計画に基づき、長期的かつ継続的に維持保全し、定期的に適切

な改修等を行っていきますが、臨時的に必要な修繕につきまして

は、日常点検を強化し、優先度が高いものから修繕を実施し、学

びやすい環境を整備いたします。遠別中学校校舎改築について

は、中学校建設基本構想を基にした実施設計のもと、建設工事が

スタートし、建設工事が順調に進むよう努めていきます。学校給

食については、適切な衛生管理により、施設・設備等の保全、効

率的な調理業務、さらにはアレルギー体質児童生徒への対応な

ど、安心で安全な学校給食の提供に努めていきます。また、機器

の修繕等についても適宜進めてまいります。遠別農業高校の支援

については、令和７年度の当初の入学願書受付数は１７名となっ

ており、昨年と比べ４名の増となりましたが、今後も教育振興会、

高校、行政、教育委員会が一体となった生徒募集活動及びＰＲ活

動を継続し、入学者数の確保に努めていきます。また、遠別農業

高校の各種活動の情報発信を積極的に行い、学校の特色を活かし

た魅力ある学校づくりを支援いたします。次に、社会教育の推進

について申し上げます。生涯にわたって学び続けることは、豊か

で充実した生活を送ることにつながりますが、町民による主体的

な活動を、発掘・支援、生涯の学びの場を提供することにより、

生きがいのある人生を送っていただくことは、活気あるまちづく
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りに必要なことであります。高度情報化、国際化、ＩＣＴ技術の

進展など社会の急激な変化への対応や環境問題など現代的課題

に対応するとともに、国内交流などの古きを重んじ、新しきを得

ると言った先代の苦労を理解し、新しい知識や技術を楽しみなが

ら学べるよう、生涯学習の推進に努めていきます。学習事業につ

いては、関係機関・団体との連携により、子供たちの健全育成を

目的とし、楽しみながら学習体験や自然体験ができるよう、効果

的な学習プログラムを提供していきます。さらに、高齢者の学び

の場として、しらかば学園大学等、高齢者の仲間づくりの場を提

供するとともに、個人や親子が自ら参加し学べる機会の提供に努

めていきます。社会教育団体が主催するイベント及び事業につい

ては、事業の企画、実施、評価、改善など、事業等が効果的に運

営され、現代にあった事業の実施方法を見つめ直しながら、目的

が達成させるよう適切な支援に努めていきます。文化の振興につ

いては、町民一人ひとりがいきいきと活動できる機会の充実と、

その成果の発表の機会をつくり、文化活動を積極的に推進いたし

ます。また、子供たちに優れた芸術文化に親しむ機会を提供し、

豊かな心の育成を図るとともに、本町の伝統継承のため、郷土芸

能の育成・保存についても継続して支援いたします。読書活動は、

言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、想像力を豊かにするも

のであり、生きる力を身につけていく上で欠くことができないも

のであります。その拠点となる図書室の利用拡大を目指し、町民

のニーズに対応した蔵書の整備を行い、利用しやすい図書室の運

営に努めていきます。遠別町生涯学習センター「マナピィ・２１」

が建設より２７年が経過し、老朽化によるエレベーターの取替工

事や、多目的ホールの電球が現在は生産されていないことから、

多目的ホール客席照明機器取替工事を進めてまいります。スポー

ツの振興については、心身の健全な発展と健康で豊かな生活を送

るため、生涯にわたってスポーツに親しむことが大切です。その

ため、遠別町スポーツ協会と連携し、各種スポーツ団体の定期活

動の充実を図るほか、子供たちが様々なスポーツを体験する機会

の提供や、子供から高齢者までの健康増進や町民の体力向上の拡

充に努め、仲間づくり、スポーツを通した健康増進等を推進しま

す。スポーツ施設については、点検等を強化し、安心してスポー

ツを楽しむことができるよう、適切な管理運営を行います。以上、

教育行政の執行に関する基本方針を申し上げましたが、「人を育

てる、えんべつの学び」を実践するため、町民一人ひとりが生涯

にわたって学び続けることができるよう努めるとともに、現代社

会ではモラルの低下、青少年の凶悪犯罪やいじめ・不登校など、
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社会と教育は深刻な危機に直面しており、遠別町の特色を活かし

た教育活動を推進することにより、学校と地域が共同で、子供た

ちが笑顔で輝ける教育行政を着実に進めていきますので、町民の

皆様並びに議員の皆様の御支援と御協力を賜りますようお願い

し、教育行政執行方針といたします。 

 議長 小森嘉孝君 

 以上で、令和７年度教育行政執行方針を終わります。 

日程第１９ 議長 小森嘉孝君 

 日程第１９、令和７年度遠別町各会計予算案の概要について副

町長から発言を求められておりますので、これを許します。なお、

説明については、簡潔にお願いします。副町長富士原栄治君。 

 副町長 富士原栄治君 

 議長のお許しをいただきましたので、令和７年度各会計予算案

の概要について申し上げます。なお、議長から簡潔にとの指示で

ございますので、要点をまとめて申し上げます。令和７年度の我

が国の一般会計予算は、１１５兆５,４１５億円、前年度当初予

算比２兆９,６９８億円増額、２.６％増の予算となっています。

このほか、東日本大震災の復興予算を管理する復興特別会計は、

被災地の復興に必要な取組を着実に進めるため、６,５９２億円

が計上されています。令和７年度の地方財政の歳入歳出規模は、

９７兆１００億円程度となる見込みで、このうち地方公共団体に

交付される地方交付税の総額は、１８兆９,５７４億円となって

います。地方財源の不足に対処するための地方債計画について

は、その規模は９兆８８５億円で、このうち、辺地及び過疎対策

事業債は、前年度から２２５億円増額の６,４９０億円、地方財

源の不足に対処するための臨時財政対策債の発行はなしとなっ

ています。また、地方公共団体が喫緊の課題である防災・減災対

策の取組に対し、緊急防災減災事業債５,０００億円、令和７年

度以降も緊急に河川等の浚渫を実施できるよう、緊急浚渫推進事

業債１,１００億円、地域脱炭素の基盤となる重点対策に、脱炭

素化推進事業債９００億円、令和７年度からデジタル活用推進事

業債を創設し、行政の効率化、地域の課題解決等を加速するため、

９００億円計上しております。遠別町の令和７年度予算は、国の

地方財政計画をもとに、本町の厳しい財政事業を認識し、新たな

課題に迅速かつ柔軟に対応しつつ、『「オールえんべつ」町民と

共に暮らしやすい街を！』をスローガンに、住民との対話を大切

にし、人口減少や少子化対策、地域医療の強化、積極的な情報発

信などにより、持続可能な町とするための予算編成を行いまし
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た。以下、予算案に即して説明申し上げます。令和７年度の予算

規模は、一般会計６０億１,５００億円、国民健康保険特別会計

４億２６４万６,０００円、国民健康保険診療所特別会計５億１,

９２３万２,０００円、後期高齢者医療特別会計５,８４７万１,

０００円、介護保険特別会計３億５,８４４万２,０００円、簡易

水道事業会計２億３,１８３万５,０００円、下水道事業会計３億

５,３５９万３,０００円、以上７会計の合計額は７９億３,９２

１万９,０００円であります。予算総額は、前年度当初予算と比

較すると、１４億９,５２１万１,０００円、２３.１％の増額と

なっております。次に、歳出の説明をいたします。毎年度予算に

計上しています計上的な経費につきましては、説明を省かせてい

ただき、以下、主な事業について概要の説明をいたします。「時

代を拓く、えんべつの経済」として、林業振興対策では、町有林

造林及び保育事業２,０６６万９,０００円、森林環境譲与税利活

用事業２,４０９万４,０００円、農業振興対策では、多面的機能

支払交付金事業４,０３２万６,０００円、新規就農者経営発展支

援事業１,０５０万円、農業振興センター屋根改修事業７８０万

円、商工業対策では、プレミアム商品券発行事業９００万円、青

年部連携地域活性化事業２５０万円、屋内こども遊戯場・テレワ

ーク施設「とんがりかん」の管理経費１,５４６万５,０００円を

計上しました。「安心できる、えんべつの街」として、町道の路

面・歩道の補修、区画線引き及び側溝補修工事２,８００万円、

橋梁長寿命化修繕事業１億２,１２０万円、普通河川補修工事１,

５００万円、消防・防災拠点である北留萌消防組合負担金１億２,

３４２万４,０００円、省エネ家電購入支援事業補助金１４０万

円、公営住宅長寿命化改善工事２,１００万円、公営住宅浸水対

策工事１,４３０万円、住宅リフォーム助成事業１,０００万円、

地域住民の交通機関再生運行業務２,１８６万２,０００円を計

上しました。「心を大切にする、えんべつのやさしさ」として、

結婚・出産祝金４４０万円、子ども医療給付費８００万円、ふる

さと納税を活用した学校給食負担金の半額助成、屈折検査機器導

入１７３万円、妊産婦安心出産支援助成金８４万４,０００円、

産後ケア事業７８万円、感染症予防対策として、インフルエンザ

ワクチンについては、ゼロ歳から中学生及び６５歳以上の高齢者

の無料化、１６歳から６４歳までの方は接種費用の助成を継続

し、おたふくかぜ、子宮頸がんワクチン、新型コロナワクチン、

新たに定期接種の対象となった帯状疱疹ワクチン３４１万９,０

００円を含め、予防接種技術援助委託料１,７２７万７,０００

円、定期予防接種費用助成金１１０万９,０００円、旭温泉高齢
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者入浴料助成事業５２０万円、高齢者バス・タクシー助成事業２

８０万円、敬老祝金２３７万円、幼児センターの外壁及びサッシ

改修工事２,２１０万円を計上しました。「人を育てる、えんべ

つの学び」として、遠別中学校建設事業１８億８,６４８万３,０

００円、補助教材購入補助金１４４万８,０００円、中学校指定

物品支給対象補助金７５万４,０００円、北海道遠別農業高等学

校教育振興会補助金３,３３３万６,０００円、次世代多目的交流

センター管理運営経費２,４３４万４,０００円、学力向上支援業

務委託料３８５万円、スクールソーシャルワーカーの配置に１２

５万４,０００円、生涯学習センターエレベーター改修工事３,０

００万円、生涯学習センター多目的ホール客席照明取替工事３,

４６０万円を計上しました。「前へ進む、えんべつのまちづくり」

として、地域活性化推進事業８２７万２,０００円、行政サービ

スポイント事業１５０万円、様々な分野での地域おこし協力隊人

件費１,７８４万円、地域おこし協力隊活動費等補助金１,０００

万円を計上しました。以上が一般会計歳出予算案の概要でありま

すが、これらに対する歳入の概要につきまして説明申し上げま

す。町税は、前年度から減額の総額３億６６２万２,０００円、

地方交付税は、地方財源の確保を適切にするという国の財政計画

をもとに、過大な見積りをすることのないように、２４億１,０

００万円、国庫支出金・道支出金は、合わせて１０億２,６２７

万６,０００円、繰入金は財政調整基金、公共施設等整備基金、

まちづくり応援基金など、使用目的に合わせて総額２億８,３２

８万１,０００円、町債は、遠別中学校建設事業、橋梁長寿命化

事業等により１５億４,９２０万円を計上しました。続いて、特

別会計の予算案について御説明申し上げます。国民健康保険特別

会計について、予算総額を４億２６４万６,０００円と定め、対

前年度比８.５％の上額となりました。国民健康保険診療所特別

会計については、予算総額を５億１,９２３万２,０００円計上し

ました。令和７年度から医師２名体制が確立され、町民が安心し

て受診できる体制が整いつつありますが、診療体制維持のため、

派遣医師確保に会計年度任用職員報酬１億３,７６９万６,００

０円、駐車場整備工事に４,１８０万円を計上しました。入院外

来の収入は、年間入院患者数を２,５５５人、外来患者数は９,７

２０人を見込み、一般会計繰入金を２億６,７６８万５,０００円

とし、収支均衡を図りました。後期高齢者医療特別会計について

は、予算総額を５,８４７万１,０００円計上し、対前年度比１.

７％の上額となりました。介護保険特別会計については、第８期

介護保険事業計画及び前年度の給付金実績等を勘案し、予算総額
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を３億５,８４４万２,０００円と定め、対前年度比０.７％の増

額となりました。それぞれの事業勘定予算は、保険事業勘定３億

４,９１３万７,０００円、介護サービス事業勘定９３０万５,０

００円となります。簡易水道事業会計については、水道管路図デ

ジタル化業務委託料３００万円、浄水器取替工事８００万円な

ど、収益的収入及び支出の３条予算と、資本的収入及び支出の４

条予算を合わせて、予算総額は２億３,１８３万５,０００円とな

り、４,０８７万円の赤字予算としました。最後に、下水道事業

会計については、雨水管渠布設工事６００万円、下水道台帳デジ

タル化業務委託料２,０００万円、内水浸水想定区域図作成業務

委託料１,０００万円、個別排水処理施設設置工事９００万円を

計上し、収益的収入及び支出の３条予算と、資本的収入及び支出

の４条予算を合わせて、予算総額は３億５,３５９万３,０００円

となり、３,８３３万２,０００円の赤字予算としました。以上、

令和７年度各会計予算の概要につきまして説明いたしましたが、

詳細につきましては予算審議の中で明らかにしていきたいと存

じます。予算の執行に当たりましては、厳しい財政環境を認識し、

遠別中学校建設事業費が増嵩する中、町民へのサービスが低下す

ることなく、効率的な財政運営に最善の努力を傾注する所存であ

ります。町民の皆様と議員各位の御理解と御協力を賜りますよう

お願い申し上げ、令和７年度各会計予算案の概要説明とさせてい

ただきます。 

 議長 小森嘉孝君 

 以上で、令和７年度遠別町各会計予算案の概要についてを終わ

ります。 

散会 議長 小森嘉孝君 

 以上で、本日の議事日程は全部終了しました。これにて散会し

ます。なお、明日１１日は午前１０時開会でありますので、時間

までにお集まり願います。本日は御苦労さまでした。 

 


